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北大水産業報
27(1)， 15-20. 1976. 

ー漁期使用した刺網の網地について

梨本勝昭*

The Used Netting of the Drifting Gil1 Net for Catching Sa1mon 

Ka七suakiN ASHIMOTO 

Abstract 

The load elongaもioncurv，倒 ofthe u田dnetting of the drifting gill net in the 
north Pacific 000品nfor one fishing season and th<深刻eof the new one were observed. 
The extension of both nettings w'ωmeasured under a cons仙川 10晶dand after 
the load had been removed with the time el乱psed.
The results are a自 follows;
1. The breaking strength of a mesh ofぬ.eused netting w拙 foundto h乱，ve
decreωed by abo叫 5%.
2. The size of the mesh of the used netting w腿 foundto have increased by 

乱，bout1%. 
3. There is no gre抗 change血 thebreaking extension， the Young's modulus 

and knoもslip伽1Bionin both ne此ings.
4. The elasticity that indicated the abilityもorecover the extension was 
the same in both ne凶ngs.
5. After a gill ne七wωusedfor a ye乱r，the extension caused by a 2 kg load 
of chum salmon stuck in a mesh under the best ωndition were incre品目edby 
abou七5%;the length of the fish taken in the used netting w且，8slightly gre乱ter，
but the e飽ciencyof the gill net w品目 noもも00much晶ffecぬd.

緒言

漁具!r.使われている網地や綱，縄などは使用tとともなって波浪や潮流， 揚網時の外力および腐朽の

作用などによって疲労は進行するとともに次第に力学的性質は変化し，抗張力などは減少して行くと

とは良く知られている。宮本らりは定置網について解析を進め，使用による抗張力の低下を求め，ま

た本多2)は定置網，底曳網，延縄などの漁具を対象tとして，使用した後の網地や綱および縄などの揚

りものはどの程度力学的性質が変化するかについて詳しく考究解析し，それぞれの漁具について，破

損の点から論じて使用限界抗張力を求めている。刺網では漁獲の機構からして， 使用tとともなう力学

的性質変化は破網ばかりでなく，直接漁獲体長や漁具の性能IL大きく影響するものと考えられる。と

のため，特に北洋のサケ・マス荊j網では，網地はー漁期しか使用していないのが現状であろう。しか

し，刺網について，これらに関する研究は深くされていない。そ乙で，本報告では，北洋のサケ・マス

刺網を取上げ，未使用網とー漁期使用した網地とを用いて，網目について強{申度曲線を測定し，抗張

力，伸ぴなどを求め，使用Iとともなう力学的特性変化について検討を行なった。本論IL入るに先立っ

て，資料整理の際に種々ご指導いただいた佐藤修教授に謝意を表する。

*北海道大学水産学部漁具設計学講座
(Laboraω旬。ifFisking Gear E況がneering，Faculty 01 Fisheries， Hokkaido University) 
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試料測定K供した網地は北洋のサケ・マス刺網で，未使用網については独航船に積込む前の網地

5反を買取り使用した。また，ー漁期使用後 (50-印日操業)の網地については，漁期終了後，網を

解体する時に宋使用網と同じ仕様の網 135

反より 10反任意に採取して使用した。な

お，浪IJ定に使用した網地の規格は， 目合が

1l5mm，網糸の直径O.495 mm (8. 5号)， 

二重蛙叉結節，掛目 72目，長さの方向810

目のものであった。カ学的性質は網地の浮

子方， 沈子方などの場所の違いによって差

があるかどうか知るために， 図1K示すよ

うに深さの方向は2目， 15目， 28目， 41日，

54目，長さの方向は 1目， 82目， 164目，

246目， 328自のそれぞれの部位25個所か

ら13x20目採取し 1目づつ任意に 20個

の網目を取出して測定した。また，未使用

網と使用網との比較には，後者の網地につ

いては中央部附近の浮子方の網目 40個を

取出し，網地5反について調べた。また未

使用網については網地全体より任意に 1∞
目取出し測定した。

測定方法網目の引く方向によって若干

破断強度が異なってくる ζ とはすでに知ら

れており 3)，4)，網目の抗張力の測定方法は

いろいろ規定されているがり，の， 乙ζでは

定速移動型の試験機を用いて図 2-Aのよう

Iとして網目 1個を直径8.6mmの丸捧11:上

下を引掛け，網地の深きの方向に引き，破

断するまでの強伸度曲線を求めた。なお，

ζの時の引張試験速度は笈lOmm/min.で

あった。また，網糸の伸長弾性回復の点か

ら，応力緩和現象や一定の伸ぴ歪みを与え

た後の回復について論じられておりへ こ

とでは， 使用による網糸の疲労の状態を知

るために次のようなiIlJJ定を行なった。応力

緩和現象については，強伸度曲線を求めた

時K用いた試験機を使い，網目 1個について初期張力8kgをかけて応力の弛緩を 7分間にわたってiJ¥IJ

定した。また，流{申現象については，網目脚を約20個連続的K取出し，資料の長さ 120cmにとり，

図2-Bのようにして，初張力 30gを与え，荷重2kgを30分聞にわたりかけ， 乙の時の伸び挙動と

除重してからの伸ぴの回復性について 30分間にわたって測定した。なお， ζれらの測定はすべて資

料を M時間以上水に浸演した後行なった。また，測定中の温度は約230土10Cの範囲であった。

試料および測定方法
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Fig. 1. Sampling positions of a mesh on the gill 
net ne耐ng.
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Fig. 2. Diagram of an experiment乱l品pparatus
for the me品surementofぬ.eload elong.晶・
もioncurves and ex句iflsionswith も，ime
el品，psedunder constanもload.。chuck，L; sc品le，W; weight， S; sample 
A; load elongation curves 
B; exもensionwith time elapsed 
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未使用網について，強伸度曲線を測定した結果例を図31L示す。張力と伸びとの関係は，小きい張

力では結節と丸棒の接触状態のためか若干下IL凸の形状を呈し，破断する前ILK点で見られるような

結節のづれが生ずる。しかし，その他の部分はほぼ直線関係

を示す。また，破断張カ附近， 5点では{申率が若干大きくなる

傾向を示す乙とも観察された。とのように求めた強伸度曲線

を利用し，網目の抗張力，破断伸度， 目づれ張力などについ

て求めた。定置網では，網の使用場所によって使用後の抗張

力が異なってくることが報告されておりめ， 特IL刺網では浮

子方，沈子方などの網の位置によって権網頻度が異なる ζ と

が良く知られているので叫網位置によって強伸度曲線は違

ってくるものと考えられる。そ ζで，同じ網地を使って25個

所について，日合，目づれ張力，抗張力， 破断時の{申ぴを求

め，整理した結果を表11と示す。なお， ζ乙では，未使用網

と使用網とを比較して有意の差が認められるか否かについて

もあわせて検討した。網目の大きさについては， 一漁期使用

した網の方が若干大きくなっているところも多く認められる

が，網の位置による違いは明らかでない。 目づれ張力につい

ては，使用した網の方が全体的に大きくなっており， 結節が

良く締まっていると云えよう。特に浮子方，沈子方で乙の傾

向が著しい。浮子や沈子の位置によってζの張カは大きく影

響するものと考えられるが， ζの資料だけからでは明らかで

ない。網目の抗張カはどの部位でも使用網の方が若干小さく

なっており，網の位置によっては約 1096減少していると ζろも見られる。また，浮子方が抗張力の減

少が大きく，沈子方と側面では抗張力の減少が小さい傾向を示す。破断時の伸びは浮子方が著しく減

少している乙とが判る。その他の網部位では特'c大きな差は見られない。 とのように使用した網では
網の位置によって抗張力や破断時の伸びなどに差が認められ， 櫨網頻度による影響が現われたものと

理解できる。また，特に抗張力は浮子方附近が最も減少している ζ とが判った。そ ζで，さらに使用

した網5反について，網の中央部の浮子方の網目3Ox30目を取出し， 30個の網目について， 同じ測

定を行ない整理した結果を表2'c示す。ー漁期使用した網では，抗張力は約 596減少し，目合は僅か

に大きくとZっている ζ とが認められる。しかし，破断時の{申ぴ，ヤング率，目づれ張力については明

らかな変化は見られない。一般に網糸材料は使用にともなって疲労する乙とは良く知られており， ま

た疲労の進行によって抗張カはほとんど変化をしないが， 破断時の伸ぴや弾性回復などは大きく影響

する乙とが報告きれている 1030 そζで，乙の点からさらに検討を加えて見た。初期張カ 8kgを1自

にかけ，時間とともに緩和する現象を7分聞にわたって調べた結果を図41L示す。極く短時間では，

未使用網の方が弛緩が大きく現われているが，時間経過とともに，両者の網糸は次第に同じ傾向を示

し，時間経過約1分ではほとんど差が認められず， 変形IL対してほ11同じ弾性特性を示すものと思わ

れる。また，流伸現象について荷重2kgを30分関与えた時の伸びの状況，および徐重後の伸ぴの回復

性を測定した結果を図 5，6IL示す。荷重30分後の伸度はー漁期使用した網糸の方が大きく現われ，

若干疲労しているように見うけられるが，除重後の回復性を見ると， 時間経過約 10分で，両者の網

糸とも残留伸ぴ2-396を示し，弾性回復には全く差が見られず，ー漁期使用した程度では，ほとんど疲

労は起乙っていないものと判断して良いであろう。弾性特性の極く短時間でのζのような僅かな遠い

梨本: 使用した刺絹の網地

結果および考察
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Table 1. Result8 after meaω，ri時 the8ize， breαking 8tr，側 gth，breakingαtension側 d

Mesh no. 

Mesh no. from 。-21 82ー102float line 

A B C D A B C D 

2-15 116.0 11.27 30.2 8.98 115.9 10.44 26.8 9.08 115.9 
15-28 115.1 11.41 29.5 9.53 116.0 10.94 28.4 9.62 115.8 
28-41 116.0 11.33 29.5 8.88 115.7 10.47 27.0 8.53 115.9 
41-54 115.9 11.95 30.9 9.41 115.5 10.57 27.7 9.14 115.3 
54-67 116.0 11.56 29.5 9.60 115.4 11.18 28.9 9.00 115.9 

A; Mesh size (mm) 
C; Bre品kingelongation (%) 

Table 2. R回叫ltsafter刑easuringthe size， breaki時 strength，breaki叫gext切ωめn，k叫ot
slip te附必叫 α;ndy，叫吋'smodulU8 of a mesh for both netting8・

Mesh Kno色slip
Bstrre(ekangkg) itnh g eBlorneg乱aktiniogn E2lokng g品oもfioInO晶adt 

Young 
Neも slZe te田 ion modulus 

(mm) (kg) (%) (%) (kgjmm2) 

Newm拘 riall 114.9 9.00 12.17 29.2 12.5 134 
U自edmateri晶I 117.0 9.34 11.29 29.5 13.0 111 

11 114.9 10.24 12.04 28.4 12.5 121 
H 116.7 8.70 11.66 31. 6 13.8 111 

" 115.3 10.06 11.13 27.9 13.0 134 
， 116.4. 9.67 11.51 28.1 13.1 136 

Mean 116.1 9.60 11.53 29.1 13.1 123 
t v晶lue 3.2* 2.5 4.6キ 仏2 3.3* 2.4 

円indic晶旬ssignificand differenωat the 5 perωnt level b的we岨もhemeasured v，品lue
inもheused neも晶ndthe new one. 

8.0 

7.5 

6.5 

6.0 
0.02 ∞"∞6 町 0.2 臥師団1.0 2.0 4.0 6.0制限0

EI勾措回 time(min叫.)

Fig. 4. . Relaxation curves of tenSion of a mesh wiぬも，imeel乱psedunder con-
stanもexもension.
Open circle; used netting 
Solid circle; new ne悦ing
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梨本: 使用した刺網の網地

knot slip tensi，側 ofa mesh in the various positぬ削 oftheωednett伽g.

from side line 

16ι184 146ー266 328-348 

B C D A B C D A B 

11.00 28.9 8.98 115.6 10.50 27.6 9.07 116.0 10.94 
11.ω 28.4 9.16 115.2 10.73 28.2 9.07 115.5 10.29 
10.79 28.2 8.43 115.7 10.91 29.2 8.77 115.8 11.04 
11.71 31. 0 8.93 115.2 11.28 29.6 8.74 1]5.0 11.52 
10.95 27.1 10.42 115.3 11.25 29.2 9.41 115.3 11.66 

B;B児島.king脚色ngぬ (kg)
D; Knot slip tension (kg) 
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Fig. 5. Elongation curv倒 ofa mesh undet晶 loadof 2 kg. 
Open circle;凶 edne悦ing
Solid circle; new neもting
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つ;e2.5 

5 10 15 20 25 30 35 

El却sedtime (minute) 

Fig. 6. Elasticity reωvery curves of a mesh afl総ra 10畠dof 
2 kg put in for 30 minuぬshad been removed. 
Open circle; used ne凶ng
Solid circle; new ne悦ing
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は表面の樹皮加工の影響が現われたためと推定される。最大擢網頻度の脚張カにおける網目の伸ぴは，

漁獲体長や漁具の性能を大きく左右するものと考えちれる。極網目脚張力lま梨本11) f~ よれば，サケ・

マス刺網では櫨網魚の体重の約1/2になる ζとが指摘されている。北洋でのシロサケについて， ζの

張力を試算すると，約2kgとなる。乙の張力におげる伸度を両者の網地について求めた結果を表2の

最右欄K掲げた。僅かに使用した網の方が大きくなっている。乙のζ とは，漁期の最初と使用中とで

は若干異なる大きさの魚を選択漁獲する乙とになるが， 刺し慢網現象からすれば， ζの程度の伸度の

違いでは漁具の性能には影響しないものと判断できる。 乙れらのζ とから，北洋のサケ・マス刺網で

は，一漁期しか網地を使用していないのは網地の力学的性質変化より破網などの要因が直接大きな原

因になっているものと推定される。今回は，破網している網目や著しく目づれを起としている網自に

ついては測定できなかった。また，退色，摩耗などによる光学的変化によっても漁具性能を大きく左

;右きれるものと考えられるので，さらにとれらの点からも次の機会に検討を加える所存である。
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